
令 和 6 年 度 第 2 回

地域連携交流会

訪問看護師を迎え、血液疾患患者の在宅移行支援の事例を通して

第2回地域連携交流会を12月４日に開催しました。

在宅療養に対する家族の不安に寄
り添い、負担の程度や患者の病状
をみながら、タイミングよく院内
外のスタッフが介入している一連
の流れがわかり、大変学ばさせて
頂きました。

在宅療養にどう繋いでいったの
か、経過がとてもわかりやす
かった。退院後どのように支援
され、過ごされたのか聞くこと
ができて良かった。

地域連携交流会では、病棟看護師や療養支援看護師、訪問看護師のそ

れぞれの立場から、患者や家族との関わりで大切にしていることを聞く

ことができました。訪問看護師の関わりより、家族のサポートの重要性

を学ぶことができ、大変有意義な会となりました。

【参加者の声】

（担当）専門領域看護実践委員会 患者総合支援センター

事例報告は勉強になります。また
開催してください。

退院後の患者、家族の経過や思
いなどを知ることができ、入院
時の関わりが良かったのか確認
することができた。

を開催しました

テーマ 患者家族がのぞむ生活のために
～退院後の生活を見据えて地域連携を図り、

切れ目ない看護を提供する～


